
開催趣旨
本年度（2019年度）は、各自治体が策定した地方創生（まち・ひと・しごと創
生）総合戦略の最終年度であり、この5年間の成果と課題を踏まえて、人口ビ
ジョンや総合戦略の見直しを行う年でもあります。2020年代における地域政策

は、地域の状態に関する定量的なデータとエビデンスに基づいた包括的な分
析を土台に、分野横断的かつ地域同士が互いに学び合うものへと進化／深化
していくことが求められています。財政危機が静かに忍び寄る今だからこそ、
「無駄撃ち」に終わらない的確な政策形成・政策実施が必要です。

本フォーラムでは、「田舎の田舎」と呼ぶべき地域・集落に人が環流する流れ
を「発見」し、「田園回帰1％戦略」を提唱する藤山浩氏を講師にお招きし、北海

道全域の最新の人口分析等を紹介しながら、「北海道－大学－市町村の連
携・協力」により、「北海道・地域分析プラットフォーム（仮）」を形成することの必
要性・可能性について議論を深めます。市町村や振興局関係者の皆様はもち
ろん、地域政策や地域づくりに関心を持つ方々の奮ってのご参加をお待ちして
います。（※本フォーラムは、北海道と北海学園大学の包括連携協定に基づく
事業として、両者の共催により開催するものです。）
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